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一般照明用有機EL（OLED）光源の性能要求事項に関する JIS制定 

－省エネルギー性を備えた人に優しい照明の市場安定拡大を目指して－ 

 

2023年5月22日 

有機 EL 照明は、薄くて軽量という特長を備えていることに加えて、自然な発光を示す面発光であるこ

とから目にやさしく、また、その光に紫外線を含まないことから肌に与える影響も小さい照明です。こ

のような特性から、近年利用されるシーンが増えており、今後の市場拡大が見込まれています。今

般、こうした有機 EL 照明の市場における普及を見据え、その際の適切な性能評価を行うため、新た

に JIS を制定しました。 

この JIS制定により、適切な性能評価がなされた有機EL照明が普及することで、その市場拡大ととも

に、将来にわたる大幅な省エネルギー効果が期待されます。 

 

1．JIS制定の目的

有機 EL 照明は、薄くて軽量かつ面発光などの特長を有しています。面発光は、特別な設計を必要とせ

ずに輝度のムラが小さく、比較的少ない電力で必要な明るさを提供することが可能です。また、有機 EL

照明は、自然な発光を示す面発光であり影が出来にくく、反射も少ない目にやさしい照明です。さらにそ

の光は、肌に影響を与える紫外線を含まず、ブルーライトが少なく目に与える影響も小さい特性を備え

ています。 

 

このような特長から、壁や窓が発光するといった建材と光源を兼ね備えた新たな形態での利用や、美術

品を自然光で照らしているように見せつつも紫外線による劣化を起こさせない照明への利用が始まって

おり、さらにその省エネルギー性能もあいまって、今後の市場拡大が見込まれています。 

今般、こうした有機EL光源の面発光に対して、適切な性能評価が行われるように、JIS C 62922 を制定

しました。 

 

2．JIS制定の主なポイント 

今回の JIS 制定では、有機 EL 光源を適切に性能評価する際に必要な要求事項およびその試験方法を

規格化することが目的で、具体的には、次の要求事項を規定しその試験方法を明確にしています。 

 

初期光学的特性： 

光束、発光効率、色度座標、相関色温度、演色性、輝度、輝度分布、発光面内色度分布、観

察角度色度分布 

一定時間経過後の測光特性： 

光束維持率、一定時間経過後の動作電圧、一定時間経過後の色度座標 

信頼性： 

高温高湿動作試験、高温高湿保管試験、接続の信頼性 
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